
【
服
部
】
市
内
中
学
校
は
、
４
月
か

ら
無
償
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
学

校
は
２
分
の
１
補
助
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
以
降
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
実
施
の
メ
ド
は
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
部
長
】
国
の
動
向
に
合
わ
せ

て
、
来
年
度
か
ら
の
無
償
化
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

【
服
部
】
「
国
の
動
向
」
で
は
な
く
、

「
市
民
の
た
め
に
」
検
討
す
べ
き
で

す
。
ど
ち
ら
の
目
線
に
立
っ
て
い
る

か
疑
問
に
思
い
ま
す
。
修
学
旅
行
や

制
服
代
な
ど
の
負
担
軽
減
は
考
え
て

い
ま
す
か
。

【
教
育
部
長
】

就
学
援
助
と

し
て
、
修
学

旅
行
の
上
限

額
を
設
定
し
、

小
学
校
２
万

２
６
９
０
円
、

中
学
６
万
９

１
０
円
を
補

助
。
制
服
は

新
中
学
１
年

生
の
就
学
援

助
に
１
万
円

を
増
額
し
て

い
ま
す
。

就
学
援
助
は
対
象
が
限
定
さ
れ
ま

す
。
全
体
に
対
す
る
支
援
策
は
何
が

あ
る
か
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
は
「
給
食
費
」
と
答
え
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
も
貧
弱
で
す
。
通
学
定
期

へ
の
補
助
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
稲
沢
市
は
２
０
２
２
年
と

２
４
年
に
基
本
料
金
無
料
と
し
ま
し

た
が
、
物
価
高
騰
の
も
と
で
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

【
上
下
水
道
部
長
】
国
か
ら
の
交
付

金
等
の
支
援
が
あ
れ
ば
、
関
係
部
署

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
服
部
】
政
府
の
備
蓄
米
の
放
出
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
稲
沢
市
と
し
て

「
お
コ
メ
購
入
補
助
券
」
な
ど
の
発

行
は
検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
現
在
の
と
こ
ろ
、

お
こ
め
券
の
配
布
は
予
定
し
て
い
な

い
が
、
物
価
高
騰
・
消
費
喚
起
対
策

と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
「
い
な
Ｐ
Ａ
Ｙ

商
品
券
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

【
服
部
】
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
は
３
万
セ
ッ
ト
で
、
申
し
込
み
が

超
え
た
ら
抽
選
と
な
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
な
ど
限
定
的

な
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
で
は
な
く
て
、

お
コ
メ
購
入
補
助
券
を
全
家
庭
に
配

布
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
、
お
米
の
み
で
な
く
幅
広
い

生
活
必
需
品
の
購
入
に
活
用
い
た
だ

け
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
多
く
の
方

か
ら
申
込
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

農
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
所
得

補
償
・
価
格
保
障
を
稲
沢
市
と
し
て

考
え
ら
れ
な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た

が
、
市
当
局
は
「
考
え
て
い
な
い
」

と
の
回
答
で
す
。

ま
た
、
消
費
税
減
税
、
年
金
引
き

上
げ
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
直
接
支
援
、
医
療
介
護
の
充
実

を
国
や
県
に
要
望
す
る
よ
う
市
長
に

求
め
ま
し
た
。
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稲
沢
市
６
月
議
会
が
開
か
れ
、
１
３
日
の
一
般
質
問
で
日
本
共
産
党
服

部
俊
夫
市
議
は
、
稲
沢
市
と
し
て
の
物
価
高
騰
対
策
や
国
・
県
へ
の
要
請
、

稲
沢
市
民
病
院
の
充
実
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
糾
し
ま
し
た
。

稲
沢
市
６
月
議
会

市
独
自
の
物
価
高
対
策
を
求
め
る

服
部
市
議

「
お
米
券
」
発
行
、
給
食
費
無
料
に

水
道
の
基
本
料
金
を
無
料
に

小
学
校
給
食
を
無
償
化
に

【
服
部
】
物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
で
、

い
ま
全
国
の
病
院
の
６
割
以
上
が
赤
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
公
的
支

援
が
必
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
経

営
状
況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
院
事
務
局
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
手
術
の

延
期
や
中
止
、
患
者
さ
ん
の

受
診
控
え
、
入
院
患
者
数
は

一
時
減
少
し
、
病
院
経
営
に

も
影
響
が
で
ま
し
た
が
、
補

助
金
の
交
付
の
増
加
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
ま

で
は
黒
字
で
の
決
算
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
人
件
費
増
や
物
価

高
騰
に
よ
る
経
費
増
の
影
響
が
大
き
く
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
の
病
院
経
営
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇

◇

【
病
院
事
務
局
長
】
収
益
の
向
上
に
は

医
師
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た

病
床
の
開
床
に
合
わ
せ
て
看
護
師
の
採

用
・
育
成
を
進
め
、
質
の
高
い
医
療
・

看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
救
急
患
者
の
受
入
れ
の
強
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
患
者
の
増
加
に

繋
げ
て
お
り
、
市
内
の
１
５
の
高
齢
者

施
設
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

【
病
院
事
務
局
長
】
６
月
現
在
の
病
床

数
は
２
７
８
床
で
、
急
性
期
病
床
が
１

９
１
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が
８
７
で

す
。
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
と
し

て
「
登
録
医
制
度
」
を
実
施
し
て
お
り
、

３
０
３
の
医
療
機
関
が
登
録
医
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
病
院
長
】
総
務
省
は
「
再
編
統
合
」

か
ら
「
経
営
強
化
」
に
方
針
転
換
し
ま

し
た
が
、
市
民
病
院
は
民
間
で
で
き
な

い
こ
と
を
や
る
。
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
で
重
要
性
が
増
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
医
療
を
支
え
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
服
部
】
独
法
化
や
民
営
化
す

れ
ば
、
経
営
効
率
が
優
先
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
儲
け
る
病
院
」
づ

く
り
に
つ
な
が
る
。
例
え
ば
診

療
科
も
見
直
さ
れ
、
病
院
ベ
ッ

ド
数
も
減
ら
す
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の
労
働

条
件
切
り
下
げ
、
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
稲
沢
市
と
し
て
、
必
要
な
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
も
行
い
、
稲
沢
市
民
病

院
を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

「
市
民
病
院
」
だ
か
ら
こ
そ
、
稲
沢
市

の
財
政
で
運
営
す
る
の
が
当
た
り
前
で

す
。
民
営
化
や
独
法
化
に
反
対
し
ま
す
。

修
学
旅
行
や
制
服
代
の
補
助

「
お
米
券
」
の
発
行
を

農
業
支
援
、
消
費
税
減
税
も
要
求

市
民
病
院
の
充
実
に
む
け
て
質
問1

「
儲
け
る
病
院
」
づ
く
り
に
つ
な
が
る

民
営
化
や
独
立
行
政
法
人
化
に
反
対


